








その他のタイトル Kokuritsu souru daigakko no hatten katei ni
miru shokuminchi kotokyoiku no "Isan":
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図 1　ソウル大医大の歴史的変遷
出所：	通堂あゆみ「京城帝国大学医学部の植民地的特徴」国際日本文化研究センター共同研究会「帝国と
高等教育─東アジアの文脈」2011 年度第 3 回研究会配付資料、2011 年に筆者が加筆。



































10	 1921 年生まれ、1944 年京城帝大医学部卒、1952 年ソウル大医大講師、1986 年定年退職。





















人数 0 0 1 206 6 4 217
全体に占め
る割合
0.0％ 0.0％ 0.5％ 94.9％ 2.8％ 1.8％ 100.0％














































てみると 15、京城帝大医学部の教授 27 名、助教授 20 名はすべて日本人で、講師 20 名のう
ち 5 名、助手 36 名のうち 11 名が朝鮮人であった。一方の京城医専では、教授 18 名のう










　1945 年 8 月 15 日の解放によって、日本人教員の独占状態に突然転機が訪れた。京城
帝大医学部でも、若手教員・医局員 17 と学生の代表がすぐさま「医学部自治委員会」を結
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京城医専 その他 不明 計
人数 48 3 4 2 57
全体に
占める割合
84.2％ 5.3％ 7.0％ 3.5％ 100.0％
純血率 84.2％ － 84.2％






京城医専 その他 不明 計
人数 1 32 1 1 35
全体に
占める割合
2.9％ 91.4％ 2.9％ 2.9％ 100.1％
純血率 － 91.4％ － 91.4％
注 1： 「その他」には九州帝大 1名が含まれる。








京城帝大医学部（1942 年時点） 京城大医学部（1945‒1946 年頃）




































第 1 第 1内科
第 2 第 2内科
第 3 第 3内科
外科学
第 1 第 1外科









出所： 京城帝国大学編『京城帝国大学一覧　昭和 17 年』京城帝国大学、1943 年；ソウル大学校医科大学
史編纂委員会編『ソウル大学校医科大学史　1885‒1978』ソウル大学校出版部、1978 年、87‒88 頁；
ソウル大学校医科大学編『ソウル大学校医科大学史第 1 巻　1946‒2006 年』ソウル大学校医科大学、
2008 年、30‒33 頁。
注 1： 京城帝大医学部の歯診療部は除く。

























第 1内科 第 1内科









































京城大医学部（1945‒1946 年頃） 京城医専（1945‒1946 年頃） ソウル大医大（1947 年頃）
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育─東アジアの文脈」2011 年度第 3回研究会配付資料、2011 年。
古川宣子「植民地期朝鮮における中・高等教育」『日本植民地研究』第 8号 、1996 年、18‒33 頁。
李賢一「植民地朝鮮における医学研究の軌跡─京城医学専門学校を中心に」『アジア太平洋研究科論集』第
19 号、2010 年、151‒169 頁。
〈韓国語〉（日本語読み 50 音順）
金基奭「韓国大学発展軌跡に現れたアメリカ大学─ソウル大の場合」『アメリカ教育制度と韓国的受容』




ソウル大学校医科大学編『ソウル大学校医科大学史第 1巻　1946‒2006 年』ソウル大学校医科大学、2008 年。
ソウル大学校韓国医学人物史編纂委員会編『韓国医学人物史』太学社、2008 年。

















http://medicine.snu.ac.kr/tmpl/sub_main.php?main_cd=1&sub_cd1=3、2012 年 5 月 14 日アクセス。
